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はじめに

わが国の太平洋に突出している半島部の地殻変動(半島テクトニクス)について

は、これまでに多くの研究者や学識経験者が地震予知の観点から、その重要性を指

摘してきた。特に南関東の三浦、房総両半島聞の変動については、短期的にはそれ

ぞれ別々の不規則な変動があるようではあるが、長期的な傾向としては太平洋@フ

ィリッピン海両プレートのもぐり込みに伴うと思われる沈下が、関東大震災以降続

いているということが指摘されている O

一方、現在問題となっている東海地震に対する集中観測が実施されている御前崎

付近の変動からは、明瞭な地殻変動とそのゆらぎが検知され、その原因については、

潮位による荷重又は浮力説(田島ら (1984)による)、地層の季節的含水によ

るもの、あるいは測量の誤差などいろいろ議論がなされている。

また、南関東の観測強化地域内にある三浦半島の水準測量は、短周期のくり返し

測量を実施してきたが、御前崎と同様の季節的変化と思われる変動が見られるよう

になった。そこで、こうした変動が、御前崎の変動と位相関係がどうなっているの

か、他の観測結果、例えば傾斜計や伸縮計などとの比較についてもこのような現象

が見られるか否か等を調査するとともに、これらの結果を踏まえて最終的には、半

島テクトニクスを把握する方法をあみだし、これが巨大地震予知のために有効で能

率的であるか否かを検討すること、同時に水準測量の誤差源のうち、最大要因と考

えられている、大気の屈折率の影響を厳密に調査するため、夏期に 2回、冬季に 1

囲気象測定を 60年度に、なお、 61年度は新規に開発されたアルミ僅体精密水準

標尺を使用した試験観測も行うこととして、本研究作業を社団法人日本測量協会に

委託して実施させたものである。
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半島部における地殻変動!こ関する

調査研究報告書

く本調査研究報告書の内容〉

昭和62年 3月

半島部における地殻変動に関する調査研究は昭和60年度及び昭和61年度の 2年間

にわたって行われ、昭和60年度分については既に報告書がある O しかしながら、本

調査研究の性格上、昭和61年度分を分離して報告書とするよりは、 2年度分を纏め

た方が利用しやすいと思われるので、体裁は昭和61年度報告であるが、内容は 2年

度分を総合した調査研究報告書である O

1 .半島部における地殻変動に関する調査研究に至る経緯

水準測量の繰返し期間を短くした場合、測量実施の季節によって変動にふらつ

きが現れることは、東京都土木研究所による地盤沈下調査中に始めて気づかれた。

このときには、 l年に 2回というように定期的な測量が行われたわけではなく、

季節変化と言及するまでには至らなかったが、ふらつきの幅は10"-'15mmと報告さ

れている O

同じ地盤沈下であるが、溶水性天然ガスの採集のための大量な地下水揚水に伴

った新潟平野における地盤沈下は、その量が非常に大きかったから、最盛期には

測量期間を 3'"'-'4箇月間と短縮したこともあった。これらのデータから、ほぼ半

年を隔てた測量結果を比較すると、春から秋への変化量と、秋から春への変化量

との聞に、明らかな交互変化が認められた O その振幅は:t15mmの程度であった。

このときには、同じ季節の成果を比較するという措置を施すことによって、原因

の究明はともかくとして、一応地盤沈下進行の状況を補足することができた。

東京都及び新潟平野の 2例においては、測量の繰返し回数が季節変動究明を目

的としたものではなく、季節変動と断定するには至らなかった。

一方、地震予知観測体制が進捗した1970年以降には、特定の重要地域において

は測量の繰返し期間が短縮された。その結果、これら短縮期間中の地殻変動量は



10..........20mmの程度であることも多く、それが測量季節の如何によって同じ程度の変

化量ではあるが、逆センスになる場合が幾例か現れた。すなわち、シグナルとノ

イズとが、同じ程度の大きさになる場合である O それらは三浦半島、房総半島等

である O

三浦半島では、東京都千代田区にある水準原点の標高維持の目的のため、水準

原点と三浦半島南端に近い油壷験潮場固定点とを結ぶ路線の水準測量が行われた。

特に関東大震災後の1923年ごろからは、 2年に l回の定期的な測量が行われ、そ

の実施時期も大約 1~ 3月の聞に限定されていた。三浦半島の西海岸に沿う単純

路線のみが利用されていた時代には、多分一方的な誤差の累積であろうと思われ

る変動も見られた。しかし、東海岸路線が作られて環を形成して以後は、測量時

期が一定していたこともあって、季節的な変動が特に問題にされるようなことは

なかった。ところが繰返し期間が短縮されて 1年程度になり、測量の実施時期も

一定でなくなるにつれて、季節的な変化が認められるようになった O

千葉県富津市一勝浦市を結ぶ線から、半島南端の布良、白浜を含む房総半島南

部は、全長 144kmの水準路線が二つの環を構成し、しかも布良、勝浦の 2点に験

潮場があることから、水準測量による地殻変動監視には条件に恵まれている地域

である O

房総半島南部は、関東大震災に伴って布良、白浜が 2，.....，， 3mの最大隆起の南上

がりの傾斜運動を行った後は、多少ふらつきながらも、まずは一様な緩い沈下を

示していた。それは関東大地震に対してほとんど同じ状況にあった三浦半島の水

準測量の結果とも調和していた。しかし、 1983年 6~7 月の測量結果と 1988年 6

r-.; 7月の測量結果との比較では、鴨川、勝浦にかけて10，....... 15mmの隆起変化が現れ

た。

房総半島南部の水準測量は、おおむね 6~7 月の季節に繰返されてきたから、

その意味では季節変動とは異なった異常変化か、もしくは累積誤差の影響と解釈

することもできた。いずれにしても、 10..........20mm程度の少量になると、その解釈に

慎重にならざるを得ない例であった O
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一見季節的と思われる変動を究明する必要性を決定的にしたのは、静岡県下の

掛川 (BM140-1)に対する浜松町 (BM2595)の比高の経年変化であった。

東海地方においては、 1854年12月安政東海大地震に伴って大きな地殻変動があり、

特に御前崎から相良にわたる海岸一帯では約 1mの隆起を生じた。この地方の水

準路線は静岡、吉田、掛川へ抜ける国道 l号線に沿っているため、御前崎方面に

向かう水準路線が新設されるまでの地殻変動は想像の域をでない。

安政東海大地震後 100年以上を経過してなお大地震の再発がないこの地方は、

地震予知連絡会によって特定観測地域に、ついで観測強化地域に指定され、観測

体制が次第に強化した。その一環として、 1962年前後から数年を費して静岡、掛

川、浜松を結ぶ線から南方の御前崎に至る一帯の地域に、かなり細密な水準網が

設定され、短期間の測量が繰返されるようになった。特に1980年以降、夏、冬の

2季節という年 2回の測量が繰返されるようになってから、平均としては沈降の

一般傾向を示しながらも、:t10mm程度のふらつきが交互に続く現象が認められた。

このような現象は、数年を経ても地震に関連がなければ単なるふらつきと解釈で

きるが、東海地震に対する社会的要請は、 10mmの隆起が果たして一時的なものな

のか、それとも今後継続するであろう異常変化の始まりであるかという判別を要

求するように時代が変った。

この季節変動の実体を解明する一助として静岡県は、掛川|から御前崎に至る水

準路線途中にある基準BM2129に隣接する 2水準点BM2602-1及びBM2601聞

の水準測量を、ほぼ l週毎に繰返すという作業を1982年 2月から開始した。この

結果、基準BM2129を基準にして、これから約 2km離れたBM2601の比高には

:t 1. 5 mmという小振幅ながら見事な正弦曲線的変化が検出した。この変化では、

6、 7、 8月の夏期に高、 12、 l、 2月の冬季に低となっている O

このように地殻の季節の存在は、ほぼ確かめられてきている O しかし、その原

因については諸説があり、大別すると海水原因説、地下水原因説となる O

日本の各地の験潮記録によると、月平均海面は明瞭な季節変動を示す。その振

幅と位相は年毎に多少の違いはあるが、大体は 3月前後に最高、 10月前後に最低
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で、全振幅は30.......，40cmである O 海面の昇降が地殻に及ぼす影響として明瞭なのは

海水の増減による地殻への荷重変化であり、例えば油壷の東京大学地震研究所所

属の傾斜計連続観測を見ると、験潮儀と同様な日々の潮位変化を記録している O

これは弾性体としての岩盤に荷重を加えた場合の傾斜変化で、ブシネスクの式の

計算で説明できる O ブシネスクの式は海岸線で変化量が無限大になるが、その特

異域を除いて考えればよい。この傾斜変化は、海岸線から遠去かるにつれて急速

に減少する O それと共に、岩盤は多少なりとも粘性をもっ粘弾性体であるから、

周期が短い変化は遠方に伝わる前に変化が変ってしまうから遠方までの影響はほ

とんど考えられない。しかし傾斜計の記録が示すように半年以上の周期の平均海

面変化は、内陸奥深くまで影響を及ぼす。しかしその量は小さく、静岡県の行っ

た1.5mm/ 2 kmすなわち0.75micro-radianというような局地的変化をスパン 2km 

に対して与えることは困難であろう O

田島@松本はFEMシミレーションを行って、半島のように海中に突出した岩

盤に及ぼす海水増減に伴う浮力変化を計算して、条件によっては掛川 BM 140-

1対浜岡 BM2595の比高変動量を説明できることを示した O しかしながら、前述

のように、地殻の季節変化の最高値位相は 7月であるのに対して、平均海面の最

高値位相は10月であるから、その聞に 9乃至10箇月の位相差、もしくは-2乃至

-3箇月の位相差があることになる O もしも海面最低値が地殻変動最高値に対応

しているならば、その位相差は 4乃至 5箇月である O いずれにしても理論として

は、この位相差をも説明できるものでなければならない。

海面の昇降変化が原因であるならば、例えば長野県諏訪地域では季節変化は極

めて小さいであろうから、今後の実験場候補のーっと考えられる O また、日本海

側では既述のように新潟平野においても季節変化らしいものが認められた。日本

海側では確かに日々の海面高低差は小さいが(太平洋側の約 150cmに対して約40

cm)、季節変化の振幅は柏崎、鼠ケ関で約30cmであるから、それほど小さいわけ

ではない。平均海面昇降の影響説も、現状では棄てることはできない O

地下水原因説は、地盤沈下地帯において揚水規制に基づく地下水位回復に連動
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して地盤隆起が見られたことからもわかるように、被圧地下水による地盤に対す

る浮力を考える O 被圧地下水の圧力は、降雨水が地下に浸透して帯水層に水が補

給されることによって変わる O 日本の年間降雨量は 6、 7月にピークがあり、つ

いで 9月頃にやや多く、太平洋側では冬季に極端に少ない O 地殻の季節変動との

関係では、位相差の問題は良いが10'""15mmに達する変化量を説明するためには、

帯水層の厚さを非常に大きくするか、あるいは多くの帯水層の互層を考えて、そ

れらの総合効果を考えなければならない。いずれにしても、帯水層による浮力変

化の合理的な機構を案出しなければならないであろう O また、降雨乃至地下水の

全く別種類の影響の仕方を考える必要もあるであろう O

2.本調査研究の目的

前節に述べたように、地殻変動中に含まれる季節変化は、御前崎付近では大体

の姿が補足できたと思われる O しかし、その原因を解明する手がかりという面か

ら考察すると、データは誠に不備であり、現象自体にも多くの問題点が残されて

いる O それらの事柄を整理すれば、次のようになろう O

1 )地殻変動の季節変動が強調して出現するであろうと考えられる地域を選んで、

現象自体を更に的確に補足することが必要である O

2 )地殻変動の季節変動は如何なる地域にも普遍的に現れる現象であろうか。す

なわち、場所によっては御前崎とは異った振幅、位相の季節変化が得られるか

もしれない。

3 )原因解明に役立つ可能性がある潮位、降雨量、地下水等データが利用できる

地域であること O また、地質、特に表層地質が調査されていることが望ましい。

このような地殻変動の季節変化に関する未解決の問題を解明しておくことは、

学問的興味上のみならず、測地的地殻変動による地震予知にとって基本的に重

要なことである O このため、国土地理院地殻調査部は、地殻変動の季節変化に

おける問題点を明確にするようなデータ取得を目的として、三浦半島西海岸に

モデル地区を選定し、調査作業を日本測量協会に委託して実施することとした。
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3 .作業地域及び固定点の設定

3. 1 作業地域の選定

地殻変動の季節変化の原因として平均海面の年周変化が大きな影響をもつなら

ば、海でかこまれた半島部における実験は効果的であろう O また、既に昔から何

回かの水準測量が繰返されており、季節変動らしい現象が認められていると選定

に安心感が得られる O

第四紀沖積層が厚い平野部における実験も必要であろうが、さしあたっては岩

盤に近い地殻上の観測が望ましいであろう O

国土地理院または気象庁の験潮場が近くにあれば、信頼できる平均海面のデー

タが利用できる O

東京から比較的近距離の範閤内にあって、交通の便が良いことは、作業実施に

あたり経費その他の面で好都合である O

神奈川県三浦半島は、かなりの深海の相模湾に突出した地形で、沖積層は最大

の葉山町付近でも約30mの厚さにすぎず、全体としては岩盤に近い地質で、過去

に多くの水準測量が繰返されて、季節変動的な現象も認められており、油壷験潮

場の観測が利用できるなど、多くの点で実験場としての条件を満たしていること

から、この海岸地区を選定することにした。

3. 2 水準路線及び固定点の設定

実験作業を行う水準路線は、静岡県の実施した観測経験から 2---3kmの路線

長でょいと考えられたが、三浦半島西岸の国道 134号線に沿った既設水準点BM

5363 -1から BM5364を経てBM5364-1に至る距離約 4kmの区聞を選出じた。

この区間の道路は全面アスフアルト舗装されており、歩道は粒子の粗い簡易舗装

であった。

水準儀及び標尺を据える位置は、なるべく一定にしておいた方が観測条件が良

くなることを考慮して、歩道上に選んだ全観測点には鉄製円頭鋲を打ち込んだ。
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観測点聞の距離は最大40mで、作業要領(案)に従う視準距離に応ずるものであ

るO また、レベルと標尺が直線上にあるように配慮、した。

次に、観測点 8---10点目には、なるべくコンクリート部分を選んで固定点とし

たO 固定点はBM5363-1、BM5364聞に 5点、 BM5364、BM5364-1間に 3

点を設定し、それぞれを固定 1~ 5、固定 6---8と命名した。

以上に述べた 3個の準拠水準点の成果表及び点の記を表・ 1に8個の固定点の

座標及び点の記を表・ 2に示した。また、これら水準点及び固定点の位置を示す

地形図を図・ 1に、葉山町付近における第四沖積層の厚さを図・ 2に示した。

3. 3 関連資料

(1) 平均海面:地殻の季節変動に大きな影響を与えると考えられている海面昇

降の資料としては、油壷験潮場(国土地理院所属)の観測を利用することが

できる O この験潮場は三浦市三崎町にあって、相模湾に面しており、今回の

調査路線から南方約12kmの距離にある O

(2) 大気屈折率不等:長く続く一方的な傾斜した路線における水準測量にしば

しば現れる大気屈折不等に基づく誤差に対処するために、

地表高 O.3、 O. 6、 O. 9" 1. 2、 1.8、 2.7m 

の6点において気温測定を、夏期 2回、冬季 l回実施した。また、これに合

せて、風向、風力の測定も行った。

(3) 地下水位@降雨量:地下水位及び、それに大きく影響する降雨量の資料は、

葉山町役場の紹介により個人的に研究観測されている矢島信幸氏のデータの

提供を受けることができた。観測地点は図・ 1に示してある O

(4) 水準標尺:昭和62年度においては、水準標尺のインパール@バンドを懸吊

する木製僅体をアルミ製僅体に取換えたものの試験観測を行った。
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4.作業実施概要

4. 1精密水準測量

(1) 観測機器

水準儀:ウィルド社製N3 (No.ー519655)

標 尺;測機舎製スーパーインパール一等水準標尺

(No.6603及び、No.6604)

標尺台:円頭鋲使用不可能時に利用

データコレクター:国土地理院開発計器

(2) 観測施行期日

1回の観測には普通 2日間を要したが、天候によっては 3日間を要した。

観測は昭和60年度 6月""1 0月は 1ヶ月に 3"" 4回実施したが、それ以後は月

約 2回とした。観測回数は昭和60年度28回、昭和61年度18回で、合計46回で

あった。 2年度分の観測実施年月日を表・ 3 tこ示す。

(3) 観測精度

各観測回毎の往復差の統計を、表・ 4に一覧しである O 備考欄に記入しで

あるが、路線 1km当りの平均二乗誤差は次のとうりである O

昭和60年度:士0.47mm/km

昭和61年度::t O. 36mm/km 

観測には慎重を期した結果、再測率は約 4%であった。なお、既設水準点

に人為的変動が生ずる可能性を考慮して、その周辺に 3個の固定点を設定し、

観測の都度点検作業を行った。 BM5363-1及び5364-1についての点検測

量結果を表・ 5に、 BM5364についてのものを表・ 6に記載し、これらを図

示したものが図・ 3である O しかし、調査期間中異常と言えるような変動は、

既設水準点には認められなかった。

(4) 観測成果

既設水準点 3点、固定 1'""固定 8、計11測点について、観測回毎の標高を

観測成果表として表・ 7に示した。これらの標高は、路線最北端の既設水準

-8..，-



点BM5363-1の標高を基準(不動)にして計算したものである O この数表

は第 l回 (1985年 6月3-5日)のときの各測点標高を基準にしたときの其

後の標高変化を0.1mm単位で記入しである O

図4は表・ 8に挙げた各測点の標高変化を、観測年月順にプロットしたもの

である O

図・ 5は同じく表..8のデータを使っているが、 BM5363-1を不動とした

ときの11個の測点それぞれの上下変動を観測回毎にプロットしたものである O

これらの数表や図からわかるように、調査期間中における各測点の変動量は、

最大でも約 2mm以下である O

図・ 6は図 o 4に応ずるものであるが、振幅及び位相角を未知数として正弦

曲線的な季節変動の有無を計算したものである O 季節変動と思われる変化は

固定 5以南で大約似たような振幅と位相が見られるが、個々の観測データの

偏差はかなり大きい O

今回の調査路線は全体としては南北に走っているが、細かに見ると南北方向

と南東方向の 2系統に分けることができる O 海に対する陸という立場から三

浦半島全体の西海岸線を考えると、この平均的な海岸線に対して、南北方向

は平行であり、南東方向はかなりの角度で斜交している O もしも地殻の季節

変動の原因が海にあるならば、これら二つの方向で何らかの差がでるかもし

れないということを考慮して描いた次の二つの図である O

図 o 7 -1においては、固定 3を基準として固定 4---固定7及びBM5364 

の標高の経年変化が描かれている O 図 o 7 -2においては、北部路線でBM

5363 -1を基準として固定 1---固定3、南部路線でBM5363-1を基準とし

て固定 7、固定 8の各測点の標高の経年変化が描かれている。

図 o 8は南北及び南東の 2方向に測点区間を分けた図..7の二図葉の一部

に対応するもので、前と同様に正弦曲線的変動の計算を試みた結果である O

図で上下にはさまれた 2本の変化は南北方向、上下の変化は南東方向に当る

ものである O また、 15363 -1 '""-'固定 3J等と図中に記入されている始めの
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方が基準にとった測点である O

(5) 三浦半島の地殻変動

今回の調査路線は三浦半島の西海岸に沿った極く狭い地域で行われている

ので、半島全体の地殻変動とどのように関連しているかということは、当然

問題にされてよい。調査期間に対応する水準測量による三浦半島全体の地殻

変動は、国土地理院によって発表されているので、ここでは調査作業とは直

接の関係はないが、図・ 9 -1に西側路線、図・ 9 -2に東側路線の地殻変

動を再録した。これらの測量結果は、北部の基25及びJ36-1間の路線を通

じて半島一周の環を作っており、両図の変動は環閉合の処理がされた成果で、

J 36-1を基準点に選んだものである O

4. 2平均海面

油壷験潮場の月平均海面のグラフを図・ 1 0に示す。資料は国土地理院海

岸昇降検知センターに基づいている O 平均海面の年周変化の振幅と位相とは、

年によってかなり違うことがある O その点にも注意するために、図では1976

年 1月---1986年12月の約10年間のデータをプロットしである O 例えば、 1978

年の全振幅は15---16 cmであるのに対して、 1984年から1985年にかけての全振

幅は約35cmであって、 2倍近い違いがある O このような年によっての平均海

面の違いが、地殻の季節変動に反映しているような観測事実が見つかるなら

ば、その原因解明に大いに役立つであろう O これは将来の課題である O

4. 3大気屈折不等

水準標尺が据えられる地表から 2.7mの高さまで 6点で測定した気温によ

って、地表付近の温度勾配のグラフを作ることができる O この気温測定は昭

和60年度に行われたものであるが、測定した夏季 2回、冬季 1回の温度勾配

を図・ 1 1に観測月日、場所と共に示した。また、このときの高低の 2位置

の温度計の示度差を図・ 1 2にグラフとして示した。

これらの気象データによる各測点に対する補正量を図・ 1 3に示す。補正量は
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ほとんど 1mm以下であった。

気温測定のときに併せて測定した風向は、その集計を、図・ 1 4に示した。風

が適当に強いときには大気が撹はんされるから、大気屈折の影響は小さくなると

考えられている O

表 41 8の観測成果からわかるように、調査路線中の11測点の標高差は最低のB

M5363-1が 4.53m、最高の固定 3が 24.12mであって、全体としての比高は

20m以下である O 路線開比高が小さいのみならず、路線の距離も大きくないので、

大気屈折不等の影響が顕著に現れることはなかったように思われる O

4. 4降雨量と地下水

降雨量と地下水の関係は、調査期間中第 l年度のものを図 41 1 5 -1に、第 2

年度のものを図 15 -2に示した。降雨量が多いのは 4---6月、少ないのは10---

2月で、このような長期間的変化に地下水位の変化は良く対応している O

1986年 8月の集中豪雨 145mm応対して地下水位上昇約20cmの対応が見られるが、

1985年 8月末の 135mmの豪雨に対しては約11cmで、あって、短期間の対応は必ずし

も一様ではない。これはよく知られているように、長雨後よあるいは乾燥期後等

豪雨の条件が地下水位の変化に大きな影響を与えることによるものと考えられる O

それはともかく、地下水位の季節変化は御前崎等と同様に、位相的には地殻の季

節変動の位相に一致する O

4. 5アルミ箆体

水準標尺のインバール@バンドを懸吊して、バンドの保護役も兼ねている僅体

は、普通木材を用いているが、熱容量が大きいために、外温の急変に応ずるには

時間を要するから、インバール尺と僅体との間に温度差が生ずる O これをアルミ

僅体とした場合の試験観測を次の要領で行った。

水準標尺:N o. 6603 (1)、No. 6604 (n) 

6 月 9 日 ~10 日:
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B M5363 -1 "-' B M5364"-' B M5364 -1 

8月 1日: 向上区間

これらの測定は、水準測量作業と併せて行われた。標尺 I、Eそれぞれにおけ

る温度と外温の測定値をプロットした結果を図・ 16の 4図葉に示した。

4. 6調査研究検討委員会

半島部における地殻変動調査研究作業を円滑に進め、有用な結果を得ることを

目的として、日本測量協会は地殻変動に関する学識経験者による検討委員会を設

け、作業実施計画に対する助言、成果の検討と今後の調査研究のあり方等につい

て意見を求めることとした。

委員会の構成は次のとおりである O

委員長井上英二 日本測量協会副会長

委員笠原慶一東京大学名誉教授

11 茂木清夫 東京大学教授

11 萩原幸男 同 上

11 檀原毅元静岡大学教授

11 田島稔中央工学校理事

委員会開催時には、国土地理院担当職員の出席を求め、事務局は日本測量協会

が担当した。

検討委員会の開催は次のとおりである O

第 l回 (昭和60年 7月25日)

調査研究の目的と地域選定理由の説明(国土地理院)

観測中間報告(日本測量協会)

検討された主な問題点

l 降雨量と地下水位の資料収集

2 調査 2鎖部と半島全域との関係
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3 三浦半島の長期間地殻変動との関連

4 地質構造との関連

5 測点間路線の方位による違いの検討

6 平均海面の変動との関係の調査

第2回 (昭和61年 2月28日)

1年間弱の測量結果が報告された。それ共に前回検討された事項の処理につ

いての報告と検討が行われた。

第 3回 (昭和62年 3月9日)

2年間弱の測量結果が総合報告された。データの解析は今後に期するとして、

諸報告の説明書きを整えて報告書を作成すること、またこの種の基礎的な試験

観測が極めて重要であることから、国土地理院は今後も日本測量協会と協力研

究の機会を作っていくことが要望された。
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表 l 準拠一等水準点成果表及び点の記

1 2 水準点@固定測点一覧表

11 3 精密水準泊rJ量観測実施時期

11 4 精密水準測量観測精度往復差、標準偏差、平均二乗誤差

1 5 点検測量成果 (B.M.5363-1、B.M.5364-1)

概設一等水準点と周辺固定点間往復測量

1 6 点検測量成果 (B.M.5364)

'1 7 観測回毎の成果表

図 1-1 三浦半島の水準路線

図1-2 精密水準測量路線図

図2 葉山周辺の沖積層図

図3 点検測量結果

既設一等水準点と周辺固定点間の往復測量による(横軸は観測用)

図4 調査期間中各測点標高の経年変化基準は第 1回 (1985.6.3-5)の標高

図5 調査路線に沿う地殻の上下変動

B.M.5363-1を不動と仮定

図6 各測点標高の経年変化と正弦曲線近似

図7-1 南北方向路線上各測点の経年変化

基準は固定 3

図7-2 南東方向の路線上各測点標高経年変化

固定1， 2， 3の基準はB.M.5363-1

固定7，8の基準はB.M.5364-1

図8 路線方向別経年変化と正弦曲線近似

r 5363-1 '""固定 3J等の始めの方が基準

図9-1 三浦半島西海岸の上下変動

図 9-2 三浦半島東海岸の上下変動

図10 油壷験潮場の月平均海面の変動(海岸昇降検地センター「潮位年表」による)
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図11 気象観測データ(その 1)地表付近の気温勾配

図12 気象観測データ(その 2)高低気温差

図13 気温測定による補正量

図14 気象測定(中問、第 2回)における風向集計

図15-1 降雨量と地下水位 0985/6'"'"1987/3) 

図15-2 地下水位と固定点2，3の上下変動、基準は第 1回 (1985.6.3-5)の標高

図16 アルミ標尺僅体気温測定結果

「
h
U

4
E
i
 



表・ 1準拠一等水準点成果表及び点の記

一一害事オぇ主撃見哀買克男宅事芝

水準点番号 標 1司 備 考

間百
昭和44年度平均成果5 3 6 0 -1 7.7372 

5 3 6 1 
， ， 

1 5 骨 2522

5 3 6 1 -1 9.7713 
， ， 

5 3 6 2 12 CD6593 
， I 

5 3 6 2 -1 5 曲 6782

5 3 6 3 5.0826 
/ ， 

5 3 6 3 -1 4 .5299 
， ! 

5 3 6 4 4 .73 1 0 
I ， 

5364-1 12.9312 
， ， 

5 3 6 5 12.7048 
， ， 

53 6 5 -1 10.5019 
J ， 

10838-1 1 7 曲 2543 
， ， 

10838-2 4 .4503 
， I 
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%。万図名

1/5万図名

所者地

敷 地
所有者

標識種類

選 点

埋 標

観 j則

瀬 路

隣接点

との距離

備 主j

要

N 

準点の記

第 4ι 乎4"~ J (号

年
一
年

2
一Z

J

一J
和
一
和
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同
一
刀
両
H
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目
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番

%。万図名

地

1/5万図名

在所

標石.宰韓樟 |埋設標| 地上(保護石叱佃)批事

昭和心年 〉月 II日|選点者| 箱一議
昭和心年〉月 II日|埋榛者|
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一一等水準点の記

ちをo万図名

1/5万図名

所在地

敷 地
所有者

標識種類

選 点

埋 標

観 浪リ

頼 路

隣接点

との距離

{鯖 主l
要

N 

第¥1-<φLkI Y 号

〈、IJるぜ) kfl\寸~6~・/) K向 〈寸J6JO
1-8' ~J 1-g6K 

昭和る/年 J 月初日食新会・J お，し百…-ーrf ヰμ~二三~

変

遷

占

II 

図

ま毒ム

ぺ

Q 

.t~誇'lI(6

路会事ら番号(.t'.i')
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表・ 2水準点@固定測点一覧表

点 名 緯 度 経 度 標高 1/2.5図名

3 5" 1 6 " 
。 ， " m 

5363四 1 1 9 . 7 1 3 9 3 4 3 6 . 5 4.5305 鎌 倉

( 1 ) 3 5 1 6 1 4 .0 139 3 4 5 3 . 4 8，8644 ，1 

(2) 3 5 1 6 。8_ 3 139 3 5 o 4. 3 18.1227 /1 

( 3) 3 5 1 6 o 1 . 0 1 3 9 3 5 o 4 . 3 24.1180 /〆

(4) 3 5 1 5 4 7 . 2 1届9 3 5 1 1 . 5 12.3740 
" 

( 5) 3 5 1 5 3 4 . 1 1 3 9 3 5 o 1 . 8 7.6354 〆/

5364 3 5 1 5 3 0 . 1 1 3 9 3 5 o 0 . 8 4.7295 11 

( 6 ) 3 5 1 5 1 7 . 9 1 3 9 3 5 o 4. 8 11.3453 I I 

( 7) 3 5 1 5 o 1 . 6 1 3 9 3 5 o 4 . 3 17.4811 〆f

( 8) 3 5 1 4 5 0 . 7 1 3 9 3 5 2 7 . 1 13.0711 秋 谷

5364 -1 3 5 1 4 4 6 .2 1 3 9 3 5 3 5. 0 12.9385 II  

L一 一一一一

( )は固定測点を示す。
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表 o3精密水準測量観測実施時期

回 実施月 日 回 実施月 日

』一一一-

19 
第1回 :3-5 第15回 10月 7-8 

10-11 第16回 14-15 

第3回 17-1B 第17回 19-20 

24-2s 第18回 28-29 

第5回 7月 1-3 第1D間 11月 11 -12 

第6回 15-17 第20回 25-26 

第7回 29-31 第21回 12月 9 -10 

12-14 第22回 24-25 
1'986年

第9回 26-28 第23回 1月 7-8 

第10回 9月 2-4 第24回 20-21 

9 -10 第25回| 2月 4 

第12回 17-18 第26回 17-18 

第13閏 24-25 第27回 3月 3-4 

第14阿 9月 30 第28回 17-18 

10月
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回 実施月 日 回 実施月 日

「一ーーーーーーーーーー

119~年
第28回 4月 14-15 第:38回 10月 12-13 

第29回 5月 8-9 第39回 27-29 

第:30回 20-21 第40回 11月 13-14 

第31回 9 -10 第41回 12月 ::1 

第32回 23-24 第42回 22-23 
1987年

第33回 7月 7-8 第43回 1月 8-9 

第34回 28-29 第44回 27-28 

第35回 8月 11-12 第45回 2月 17-18 

第36回 9月 10-11 第46回 3月 11-12 

第:37回 24-25 

弘司

円
ノ
臼つ山



表・ 4精密水準測量観測精度
往復差、標準偏差、平均二乗誤差

自:神奈川県三浦郡葉山町

:日ド
ノノ

11 

至:神奈川県横須賀市

I-ll 
u (mm) 

+0.2 
+1.2 

+0.3 
+1.1 

-23 -

u2 

S 

0.02 
0.77 

0.04 
O.s5 

備考



回数 鎖部数点番号 距離 (繭考
s (Km) 

ト-

5363.1 
1 5 2 9 I 5364 2.38R 
3 0 I 5364.1 1.868 

1 6 3 1 I 11 グ

32 
ー一

1 7 33 1 11 グ

34 
トーー

1 8 35 1 11 グ

卜一一一一一一ー一一一ー一ー

1 9 37 11 

38 
一一Fー----ーー一一

20 391 11 月F

40 
ト一一一一ー ー『ーー

2 1 4 1 バF 月F -0.3 0.04 
l12 +1.4 1.05 

← ーーーーー

22 +1.4 0.82 

トーー一一一

23 

昭和EiO年 6月 3日
24 
48 

正の同数= 32 
25 49 1 11 11 負グ= 22 
50 -1.6 1.37 。1I 一一 2 

一一一ー ー一一一一一一

26 5 1 バF /.1 圃1.3 0.71 正の総和=:38.0 
52 |+22J?とスグ=2G.0 

27 53 グ ¥十 2.2 2.03 54 -0.2 0.02 5 6 

+li il一一 工.36-lnl= :t0.47 28 55 11 

56 +0.4 0.09 

-24-



自:神奈川県三浦郡葉山町

391υ  が

-E- 一一一一

40 I 8 1 I 11 バF

ー一一司ーーー『ーーーーー』ー 一一一一一一一一

4 1 I ノ/ グ

84 

421 グ グ

86 

至:神奈川県横須賀市

ー-一一一一

-0.6 
-0.2 
一一一一

-1.3 
-0.2 

土O
-0.9 

-25ー

u2 備考
S 

予備観測

アルミ標尺使用

一一一

O. ] fj 正の総和=16~0 
0.02 負 グ =16.9 
一一一一

0.7] m2:: 1/4 X 20.98 
0.02 38 

O m=土0.37
0.43 



問教|鎖部数|点番号|距離
s (Km) 
I-s 
u (mm) 

u2 
S 

備考

ト一一一-~一一一一一一→一一一一一一一一一ー十一一一一一一一一一十一一一一一一一ー一一ーー+一一一一一一一一一一+ーー一一一一一一ー一一ー一一一一

43 
5363.1 

87 I 5364 
88 I 5364.1 

2.388 
1.868 

+O.D 0.3，1 
-1.1 0.65 観測者

一一一一一一l 高倉清一
44 1 89 1 グ 11 +1.9 1.51 
901 . 1 帽1.8 1. 73 一等水準儀

-i5-「5l-I一一二 -I-.--;I-.------r-----~-~~-;..--..-r …~ '--"'1 ry.()l FN3No. 5HJo55 
921 ・0.9 0.43 一等水準標尺
→一一一一一十一一一一一←一一一一一十一一一一一寸 ト，¥-イン!ト品製 1rr 

4 6 I 9 3 I 11 11 -1. 6 I 1. 07 Iアルミ外枠標尺
94 I +1.5 1.20 No，6fl03 .. 6604 

昭和60年 6月 3日
昭和的年:冴12日

H一一一→一一一一-1-一一一ー一一一一↓一一一一一一一ι一一一一一一-l-一一一一一一一」
正の回数=4s
負グヱ4Ll

一一一一一一↑ o 11 == どl

IIEの総手rt= fi4.0 
ー十一一一一一一ト一一一一一-1負 グ =43.9 

I m2=1/4X70.2G 
一一寸一一ーー一一一一---1 9 ，1 

L: = 1 94-1 1 200.0321 70.26 1 rn= :tO.<t5 

-26 -



表.， 5点検測量成果(はB.M.5363-1、B.M.5364-1)

既設一等水準点と周辺固定点間往復測量

r布、本禽主朝童韓関党多畏

5361.1点検測盤 5364. 1点検測量

5363.1~(1) ~(2) ~5363.1 5364.1~(1) ~(2) ~5:364.1 

開0.4177 -0.4264 +0.8446 +0.8658 +0.0164 -0.8823 
2 -0.4179 制0.4262 +0.8444 +0.8657 +0.0161 -0.8820 
-0.4180 ー0.4260 +0.8442 +0.8657 +0.0161 -0.8817 
4 圃0.4177 ー0.4262 +0.8441 +0.8660 +0.0160 -0.8820 
5 -0.，H77 -0.4262 +0.8440 +0.8657 +0.OJ62 -0.8818 
日 -0.4179 -0.4263 +0.8443 +0.8s59 +0.0162 ー0.8821
7 -0.4170 同0.42G5 +0.8444 +0.8658 +0.0167 園0.8821
日 -0.4178 -0.4266 +0.844:3 +0.8657 +0.0IG:3 岨0.8821
9 -0.417B -0.4265 +0.8441 +0.8657 +0.0164 幽0.8822
10 事0.4178 ー0.4264 +0.8442 +0.8658 +0.0160 -0.8819 
11 -0.4177 圃0.4265 +0.8444 +0.8656 +0.0164 圃0.8820
12 -0.4178 圃0.4264 +0.844:~ +0.8s57 +0.0161 舗0.8818
1:3 -0.4179 -0.4264 +0.8445 +0.円658 +0.0161 -0.8818 
14 -0.4176 -0.4264 +0.8443 +0.8658 +O.OHiO 鋼0.8818
15 -0.4178 -0.4264 +0.8442 +0.8658 +0.0162 -0.8818 
16 圃0.4179 圃0.4263 +0.8442 +0.8657 、+0.0161 -0.8818 
17 -0.4178 回0.4263 +0.8443 +0.8657 +0.0162 -0.8819 
18 -0.4177 同0.42s4 +0.8442 +0.8657 +0.0162 圃0.8818
1B -0.4178 幅0.4264 +0.8442 +0.8657 +0.0162 ー0.8818I 
20 -0.4179 司0.4263 +0.8441 +0.8657 +0.0161 -0.8817 
21 -0.4178 ー0.4264 +0.8441 +0.8656 +O.OHil -0.8816 
22 -0.4178 -0.42s4 +0.8440 +0.8656 +0.0161 ー0.8817
2~~ -0.4177 -0.4264 +0.8441 +0.8656 +0.0162 -0.8818 
24 -0.4176 幽0.4265 +0.8440 +0.8655 +0.0161 圃0.8816I 
25 -0.4178 -0.4265 +0.8439 +0.8656 +0.0165 -0.8817 
26 同0.4176 -0.4265 +0.8440 +0.8655 +0.0162 -0.8816 
27 圃0.4175 -0.4269 +0.8442 +0.8655 +0.0161 四0.8816
28 -0.4176 -0.4265 +0.8441 +0.8656 +0.0160 -0.8819 

平均 -0.4178 -0.4264 +0.8442 +0.8657 +0.0162 嗣0.8818

※ 標尺はスーパーインパール 11本を使用。
第一回点検測量にデータコレクターを使用したため左目盛だけ読定。

-27一



5363. 1 --(1) --(2) --5363. 1 5364. 1 --(1) --(2) --5364. 1 

28' 圃0.4177 -0.1958 +0.6134 +0.8658 +0.0161 -0ml7l 
29 圃0.4177 圃0.4267 +0.8444 +0.8660 +0.0161 圃0.8819
30 -0.4181 同0.4269 +0.8445 +0.8657 +0.0162 -0.8819 
31 創0.4175 圃0.4268 +0.8443 +0.8659 +0.0161 -0.8820 
32 -0.4175 ー0.4268 +0.8443 +0.8659 +0.0161 圃0.8820
33 掴0.4173 -0.4270 +0.8446 +0.8658 +0.0159 胃0.8820
34 ー0.4171 ー0.4274 +0.8446 +0.8659 +0.0159 -0.8818 
~~5 回0.4171 ー0.4277 +0.8447 +0.8659 +0.0161 -0.8819 
36 -0.4172 -0.4274 +0.8446 +0.8658 +0.0159 -0.8817 
37 -0.4172 ー0.4274 +0.8444 +O.8ti58 +0.015!=l -0.8817 
38 ー0.4172 -0.4274 +0.8444 +0.8659 +0.0159 -0.8817 
39 圃0.4170 -0.4274 +0.8445 +0.8656 +0.0160 同0.8816
40 同0.4170 -0.4274 +0.8444 +0.8656 +0.0161 -0.8818 
41 -0.4171 -0.4275 +0.8446 +0.8654 +0.0163 -0.8818 
42 ー0.4170 -0.4273 +0.8443 +0.8656 +0.0161 圃0.8817
43 情0.4170 個0.4275 +0.8444 +0.8657 +0.0161 舗0.8817
44 -0.4171 -0.4276 +0.8443 +0.8656 +0.0161 圃0.8817
45 回0.4169 -0.4278 +0.8448 +0.8656 +0.0161 -0.8817 
46 司0.4168 圃0.4277 +0.8445 +0.8657 +0.0160 -0.8817 

一一一一一盟盟盟国』盈

ず
用
来
使
出
を
用ω使

用
問
為

使
・
の

を

o
車

I
N
駐

ル
尺
車

一
標
動

バ
ミ
自

ン
ル
イ
ア

ω

一
回
パ
7
ぺ

一
一
第
閃

ス
、
ぬ

は
回
国

尺
3
V

標
第

2

※
 

-28一

アルミ標尺

アルミ標尺



表・ 6点検測量成果 (B.M.5364)

5364 点検測量

5364--~橋(1)

No. 比高

1 -0.3332 

2 -0.3334 

3 -0.3334 

4 -0.333:3 

5 -0.3334 

6 -0.3334 

7 -0.3334 

8 園0.3334
'一

9 -0.3334 

1 0 -0.3332 
一一

1 1 -0. :3332 

1 2 -0.3334 

1 3 司O.:3:335 

14 -0.3333 
ドーーーー

1 5 -0. 3~~:3:3 

1 6 -0.3334 

1 7 -0.3334 

1 8 -0.3332 

1 9 -0.3334 

201 ・0.3334

2 1 -0.3334 

22 -0.3333 

23 -0.3333 

No. 比高

24 -0.3334 

25 ー0.3332
ー一

26 圃0.3332
トーーーー

27 -0.33~14 

28 帽0.3334

平均 -0.3:333 

昭和60年度

5364一一一→電(2)

No. lt 両

-0.4354 

つ..... 圃0.4354

3 -0.4354 

/1 圃0.4352
十一一一一ー

5 圃0.4354

6 岨0.4355

7 咽0.4358
トー

8 -0.4356 
一一一一

9 -0.4357 
ー一一

1 0 -0.4357 

1 1 -0.4356 

1 2 -0.4358、
トーー“

1 3 -0.4360 
トーー

1 4 -0. 4:~58 

1 5 -0.4358 
ー一

1 6 -0.4357 

1 7 ー0.4358

1 8 -0.4:359 
開一

1 9 ー0.-1359
一一トーーーー一ー一一一ーーー

20 

ー0 一.一竺.44一一33一-55一89出4 」1 1 
2 1 -0 

22 -0 

23 -0.4360 

Q
d
 
つU

No. I比高

24 -0.4360 
一一

25 -0.4359 

26 -0.4358 

;計f:t::
平均| ー0.4357



5364一一一→橋(1)

No. 比高

28' -0.3334 

29 園0.3336

30 -0.3336 

3 1 -0.3336 

32 -0.3335 

33 -0.3336 

34 幽0.3333

35 -0.3336 

36 剛0.3334

37 圃0.3334
トーー一一

38 ー0.3335

39 -0.3335 

40 -0.3334 

4 1 -0.3335 

42 -0.3:334 

43 醐0.3335

44 -0.3335 
ト一一一

45 -0.3335 

46 幽0.3335

アルミ標尺使用

アルミ標尺使用

ハU
円
ベ
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昭和6.1年度

5364一一一→電(2)

No. 比高

28' -0.4358 

29 ー0.4358

30 ー0.4358

3 1 -0.4359 

32 明0.4359

33 圃0.4359

34 町0.4359

35 圃0.4361

36 ー0.4361

37 ー0.4362

38 -0.4363 

39 -0.4365 

40 圃0.4364

4 1 -0.4364 
一一

42 ー0.4362

43 -0.43611 

44 ー0.4363

45 -0.4364 

46 -0.4364 

アルミ標尺使用

アルミ標尺使用



州

府

@

斗

醤
窪
田
翁
応
)
海
湘
知

陀I¥測J月¥J¥点芋固四月¥¥ 口日 1985.6/3-5 10/7-8 10/14 - 10/19 - 10/28 - 11/11 - 11/25 - 12/9-10 12/24 - 191/86 7~B 1/20-21 2/4 2/17-18 3/3 -4 3/17-18 4/14-15 5/8 - 9 15 20 29 12 26 25 

1 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 28 29 

5363-1 4.百5(13O05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 〉 5(3O05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 〉 5(3O05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 〉 5(3O05 ) 5(3O05 〉 5(3O05 ) 5(3O05 〕 53〈0O5) 

固定 (1) 8.8(6O44 〕 8(6044 ) 8(6-36 8) 8(6-368 〉 8(6ー431) 8(6-38 6〉 8(6-40 4〉 8〈6-3140) 8(6-359 〕 8(6-368 ) 8(6-431 〉 8(6-35 9) 8(6-42 2) 8(6-440 ) 9(6-431 ) 8(6+45 1) 86(4-1 3) 

11 (2) IB.1(2O27 ) 1(2+36 9〉 1(2-25 2) 1(2-243 ) 1(2+34 7) 1(2-25 2) 1(2261 〉 1(2ー1170〉 1(2+30 3〉 1(2+30 3〉 1(2+385 ) 1(2-243 ) (+121307 ) 1〈2+341〉 1(2+341 ) (+121329 ) 12(3+5 8) 

11 (3) 24.1(1O80 ) 11595 ) 1(1+88 B) 1(1+89 9) (+111977 〉 11955 ) 1191) 1 1(1-75 5〕 (+111933 ) 1(1+844 ) (+111988 ) 1( 185 11966 ) 11494 〕 1(1+88 8〕 (+122033 ) 1201 (+1 (+1 (+1 十5) (+1 (+1 (+21) 

11 (4) 12.3(7O40 〉 (+37151) 1 3(7O40 ) 3(7O40 ) 3(7+47 7〉 3(7+45 5) 3(7+41 l) 3(7ー2146) 3(738 2〉 3(7ー2146〉 3(7O40 ) 3(7一2155〉 3(7O40 ) 3(7-34 6) 3(7-32 8) 3(7+45 5) 3751 
(+11) 

11 (5) 7.6(3O54 ) (+63126B ) 6(3-414 0) 6(3O54 ) 6(3+526 ) 6(3+56 2) 6〈3-53l) 6(3316 8〕 6(3-46 8j 6(3-414 0) 6(3O54 ) 6(3ー4104〕 6(3O54 ) 6(3-540 〕 6(3-49 5) (+631266 〉 6373 (+19) 

5364 4.7(2O95 〉 (+731016 〉 7(2950 ) 7(2+949 〉 7(3+061 ) 7〈3+061〉 7(2+949 ) 7(2ー8141) 7(2+96 l) 7(2-92 3) 7(3+02 7〕 7(2-88 7〕 7(3+02 7) 7(3+050 ) 7(2+938 ) (+732116 ) (7+3325 0) 

固定 (6) 11.3(4O53 ) (+34160) 3 3(4-47 6) 3(4一52l) 3(4449 ) 3(4+536 ) 3(4494 ) 3(4ー3176) 3(4ー467) 3(445 B) 3(4476 ) 3(43158 ) 3(4+536 ) 3(4+525 ) 3(4+57 4) (+324714 ) (3+4387 4〉

11 (7) 17.4(8O1) 1 4(8O1) 1 4(7914 7) 4(7-9156 ) 4(72901 ) 4(8-0101 ) 4(7913 8) 4(7737 4) 4(7ー8238) 4(7826 5) 4(7825 6) 4(7284 7) 4(8ー0101) 4(808 3〉 4(803 8〉 4(8+14 3〉 48(1+8 7) 

11 (8) 13.0(7O1) 1 (+071627 〉 0(7-056 〉 0(7-09 2) 0(7-029 ) 0(7+12 l〉 0(7-09 2) 0(6ー9147〉 'O(7-03 8) 0(7-038 ) 0(6ー9174) 0(6ー9147〉 0(7-04 7) (+071245 ) 0727 0(7+19 8) 0736 (+ 16) ( +25) 

5364-1 i2.9(3O85 ) (+931916 ) 9(3-77 8) 9(3-841 ) 9(3O85 ) 9(3-82 3) 9(3ー7150) 9(3-624 1〕 9(3ー7132) 9(3-82 3) 9(3-625 0〕 9(3-618 7) 9(379 6) (+一924005) (+941500 ) (+94106) 1 (9+4214 9) 

。コ
ト4



w 
N 

口世
5363-1 

固定 (1) 

11 (2) 

11 (3) 

11 (4) 

11 (5) 

5364 

固定 (6) 

11 (7) 

11 (8) 

5364-1 

1985.6/3-5 

1 

4.立5(13O05 ) 

8.8(6O44 〉

18.1(2027 ) 

24.1(1O80 〉

12.3(7O40 ) 

7.6(3O54 ) 

4.7(2O95 ) 

11.3(4O53 ) 

17.4(8O11 ) 

13.0(701) 1 

12.9(3O85 ) 

6/10-11 6/17-19 

2 3 

5(3O05 ) 5(3O05 ) 

8(6+45 1) 8(6-39 5) 

1(2+30 3〕 1(2-25 2〉

1 19) 1 1191 
( +11 (十11

3(7+499 ) 3(7+455 ) 

6(3+660 ) 6(3+55 1) 

7(3+061 ) 7(2-92 3) 

3(4+525 ) (一34l4l2) 

4810 4( 795 
-1) 16) 

0(7+13 2) (071010 〉

9(3-832 ) (-93147) 1 

6/24-26 7/1 -3 7/15-17 7/29-31 

4 5 6 7 

5(3O05 〉 5(3O 05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 ) 

8(6+45 I) 8(6-43 1) 8(6一377) 8(638 6) 

1(2+29 2) 1(2O 27 〉 1(2-22 5) 1(2O27 ) 

11966 ) 
(十1

1 1900 ) 
(+1 1(1+84 4〕 11900 ) (十l

(十32706)0 (+37185) 8 3(7040 ) (3+75IQ0 ) 

(+63146) 8 (+63167) 0 6(3-459 ) 6(3+660 ) 

(+731510 ) (+731914 ) 7(3-89 6) 7(3+03 8) 

(+341636 ) 3480 3(4+55 2) (+341636 ) (+27 

48234 ) 
(+1 (+482389 〉

4(8-03 8) 4(8+15 4) 

(+07120〉1 (+074589 ) 0(7-09 2) (+071223 〉

9(3+838 ) (+944429 ) 9381 9(3+994 ) -4) 

8/12-14 8/26-28 9/2-4 9/9 -10 9/17-18 9/24-25 9/30-
10/1 

8 9 10 11 12 13 14 

5(3O05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 ) 5(3O 05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 ) 5(3O05 ) 

8(6-43 l〕 8(6-38 6) 8(6-314 0) 8640 8(6-42 2) 8(6+47 3〉-4) 

1(2+30 3) 1(2+34 7) 1223 1231 1228 1235 1235 
4) +4) 十1) +8) +8) 

11944 ) 1211 1190 11922 ) 11922 ) 11999 ) (+122022 ) (+1 ( +31 ( +10 ( +1 (十l (+1 

3749 (+37268) 8 3(7十466) 3(7+466 ) 3(7+444 ) (+37135) 3 (+371959 ) +9) 

(+631064 ) (+63381) 5 6356 (+63lo64 ) 6(3+57 3) (+631266 ) (+631872 ) +2) 

(十731510〉 (+733227 ) 7(2+97 2) (+731016 ) 7( 302 
7308 7315 

+7) ( +13 ( +20 

(+341770 〕 (十324758) 3(4+54 I) 3460 3(4+57 4) 3(4+62 9) (+34178) 1 +7) 

4(8+19 8) (+482490 ) 4806 4818 4(808 3) 4( 809 4816 -5) +7) -2) +5) 

(+071234 ) (+072389 ) 0(7-02 9) (+071234 ) 0(7-10 1〕 0719 (十072233) +8) 

9(3+972 ) (+924914 ) 9(3714 1) 9393 9(3-82 3〉 9〈3+838〉 (+94160) 1 +8) 



ζ心

。コ

口安
5363-1 

固定(l)

11 (2) 

11 (3) 

11 (4) 

11 (5) 

5364 

固定 (6) 

11 (7) 

11 (8) 

5364-1 

1985.6/3-5 

I 

4.25(1 3O05 ) 

8.8(6O44 ) 

la1(2O27 ) 

24.1(1O80 〉

12.3(7040 ) 

7.6(3O54 ) 

4.7(2O95 ) 

11.3(4O53 ) 

17.4(8O1) 1 

13.0(7O1) 1 

12.9(3O85 ) 

51/9826 0~21 6/9 -10 

30 31 

5(3O05 ) 5(3O05 ) 

8(6ー359〉 8(6-40 4) 

(12+330 ) 1(2O27 ) 

(+11196) 6 1(1+89 9) 

3(7-34 6) 3(7一337) 

6(3-53 l) 6(3O54 ) 

7(3+083 ) (+731027 ) 

(+34106) 3 (+34126) 5 

4(8-05 6〉 4(8-02 9) 

(+07128〉9 (+07120) 1 

(+941500 ) 9(3+94 9) 

6/23-24 7/7 -8 7/28-29 8/11-12 9/10-11 

32 33 34 35 36 
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表-2

固定点番号 N O. 1 1綴識の種頬|金属領 NO. 2 |標識の種頼 |金属標

所在地 葉山町堀内 1870番地 所在地| 葉山町堀内 1819番地

駐車場 J 
国道 134号

至葉山
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国
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図 2-24 各固定点の記

-101 -



金属探

i
l
i
l
i
-
-
!

道

邸

停

i
l
e
l
i
l
i
-
-
!ー
歩

I
l
l
i
-
-
-

用

ス

J
I
t
i
l
l
-

御

川

1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
l
-

山

A

w

i

l

l

-

-

葉

院

骨

国

道

拠

号

至

波
山山

l
d町
葉

I
l
l
i
-
-
}

道

i
l
i
l
l
i
t
-
-

歩

金属標 固定点番号

3vvN一

所在地

至逗子

/ク

ノ//ぷ〆

2026番地

固定点番号

所在地

駐車甥

至長者ケ崎

ジャンボクラブ

葉山¥ 
金属標

く

5<110番地横須賀市秋谷字浜田

NO. 8 固定点番号

所在地

- 102 -

金属標

至葉山御用邸


	目次
	1. 半島部における地殻変動に関する調査研究に至る経緯

	2. 本調査研究の目的
	3. 作業地域及び固定点の設定
	3.1 作業地域の選定
	3.2 水準路線及び固定点の設定
	3.3  関連資料

	4. 作業実施概要
	4.1 精密水準測量
	4.2 平均海面
	4.3 大気屈折不等
	4.4  降雨量と地下水
	4.5  アルミ筐体
	4.6 調査研究検討委員会

	5. 付表・付図
	6. 参考資料



